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運
歩
色
莱
集
と
印
度
本
節
用
集

所
収
語
嚢
の
注
記
を
め
ぐ
っ
て

清

　

水

　

　

登

茄
用
集
と
違
歩
色
葉
集
と
の
書
誌
的
関
係

節
用
集
と
運
歩
色
菓
集
と
の
書
誌
的
関
係
に
つ
い
て
は
は
や
く
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
諸
説
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。

節
用
集
の
門
別
が
、
下
草
集
か
又
は
衆
分
鶴
崎
に
最
近
く
、
其
の
所
収
の
語

が
、
庭
訓
往
来
以
下
の
往
来
の
叛
や
、
下
草
集
、
運
歩
色
葉
集
、
其
の
他
足
利
時

代
の
辞
書
に
塀
似
し
、
（
橋
本
進
膏
「
節
用
集
の
著
者
年
代
及
び
名
義
」
『
古
本
節

用
集
の
研
究
』
二
八
八
ペ
ー
ジ
）

Ⅱ
　
所
収
語
彙
は
下
草
集
・
節
用
集
等
他
の
通
俗
辞
書
と
同
じ
く
全
部
漠
字
表
記
の

語
で
、
こ
れ
に
片
仮
名
の
附
訓
を
加
へ
て
あ
る
。
注
記
を
有
す
る
記
も
か
な
り
多

く
、
注
記
に
は
特
に
寺
社
そ
の
他
の
固
有
名
詞
に
は
創
始
澄
傷
の
年
代
の
逆
算
を

潅
げ
て
ゐ
る
の
が
一
特
色
と
言
へ
る
。
こ
れ
は
節
用
集
印
度
本
の
諸
本
に
も
見
ら

れ
る
特
色
で
あ
っ
て
、
本
書
（
筆
者
注
、
運
歩
色
葉
集
を
指
す
）
は
そ
れ
に
倣
っ

た
と
い
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
そ
れ
に
基
い
た
も
の
と
言
っ
た
方
が
適
常
で
あ
ら
う
と

恩
ふ
。
（
中
略
）
日
本
図
六
十
飴
州
名
数
（
園
郡
名
及
び
田
地
町
数
）
・
日
本
園
里

数
男
女
負
数
等
を
「
カ
」
部
の
未
に
附
哉
し
て
あ
る
の
を
見
る
と
、
印
度
本
塀
の

中
で
も
弘
治
二
年
本
類
の
原
に
な
っ
た
様
な
俸
本
を
採
用
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
か

ら
う
か
と
思
は
れ
る
。
注
記
転
達
筆
年
数
を
多
く
添
附
し
て
あ
る
等
の
性
質
も
こ

れ
に
合
す
る
。
（
川
瀬
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』
八
八
九
ペ
ー
ジ
）

に
比
肩
す
べ
き
も
の
あ
り
ゃ
と
相
看
す
る
に
、
既
に
数
条
に
お
い
て
引
用
し
た
如

く
、
運
歩
色
葉
集
が
最
も
近
い
。
（
中
略
）
仮
名
文
字
達
の
多
く
の
本
に
見
え
ぬ

「
小
定
」
を
、
節
用
・
運
歩
の
双
方
が
有
す
る
点
に
お
い
て
浅
か
ら
ぬ
関
係
が
想

定
さ
れ
、
運
歩
が
花
木
名
に
「
知
母
定
」
を
、
チ
部
に
「
鮮
雷
也
」
の
如
く
、
同

チ

　

毛

l
用
字
空
一
部
に
分
出
す
る
も
の
を
一
ヶ
所
に
纏
め
掲
げ
た
の
が
節
用
の
「
知
母
」

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
従
来
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
節
用
↓
運
歩
の
線
よ
り

は
寧
ろ
、
運
歩
l
節
用
の
線
の
方
が
妥
当
な
る
か
に
見
え
る
。
（
山
田
忠
雄
「
節

用
集
と
色
葉
字
類
抄
」
『
本
邦
辞
事
史
論
叢
』
七
一
五
ペ
ー
ジ
）

右
の
諸
説
を
ま
と
め
る
と
、
大
略
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
　
節
用
集
と
運
歩
色
菓
集
と
は
書
誌
的
な
面
で
緊
密
な
関
係
に
あ
り
、
と
く
に
弘

治
二
年
本
棟
節
用
集
の
附
録
項
目
の
配
置
や
注
記
に
逆
算
年
数
を
配
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
南
本
に
は
共
通
点
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
運
歩
色
菓
集
と
弘
治
二
年
本
叛

節
用
集
と
は
書
誌
的
交
渉
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

㊥
　
運
歩
色
葉
集
と
弘
治
二
年
本
節
用
集
と
に
引
用
さ
れ
る
仮
名
文
字
達
の
記
載
方

法
を
対
比
し
て
み
る
と
、
運
歩
色
菓
集
↓
弘
治
二
年
本
摂
節
用
集
の
よ
う
な
寄
託

的
図
式
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
①
の
〔
運
歩
色
葉
集
と
節
用
集
と
の
書
誌
的
関
係
〕
に
つ
い

て
所
収
語
彙
の
注
記
を
中
心
に
調
査
・
考
察
し
て
み
ょ
う
と
患
う
。

弘
治
二
年
本
に
お
け
る
、
叙
上
仮
名
文
字
達
の
引
用
と
、
同
時
代
の
舌
辞
書
中
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二
　
弘
治
二
年
本
類
節
用
集
な
ら
び
に
印
度
本
節
用
集
に
つ
い
て

現
存
す
る
節
用
集
は
初
出
の
語
に
よ
っ
て
伊
勢
本
、
印
度
本
、
乾
本
と
に
大
別
さ

れ
、
印
度
本
以
外
の
節
用
集
に
つ
い
て
は
、
中
田
祝
夫
博
士
作
製
の
系
譜
を
次
に
掲

げ
、
書
誌
的
説
明
は
略
す
。
ま
た
、
印
度
本
内
部
は
、
門
部
の
立
て
方
な
ど
か
ら
、

弘
治
二
年
本
類
、
永
禄
二
年
本
類
、
祝
園
本
類
と
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
三
種
の
特
徴
を
橋
本
進
吾
博
士
の
指
摘
に
し
た
が
っ
て
整
理
し
て
み
る
と
、
大
略

次
の
よ
う
に
な
る
。

徳
遊
寺
本

注
2

天
正
十
七
年
本

古
本
節
用
集
の
系
譜
（
『
印
度
本
節
用
集
軸
断
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
所
収
）

（
伊
勢
本
原
本
）
－

ー
文
明
本

Ⅰ
第
一
本
Ⅰ
伊
京
集

弘
治
二
年
本
Ⅰ
弘
治
二
年
別
本
（
亡
）

Ⅰ
寛
永
十
九
年
本

1
第
二
本
Ⅰ

－
一
本
－
（
印
度
本
原
本
）
Ⅰ

1
黒
春
本

Ⅰ
乾
本
（
易
林
本
類
）
（
刊
）

Ⅰ
和
漢
通
用
集

Ⅰ
永
禄
五
年
本

ー
一
本
Ⅰ
（
永
禄
二
年
本
類
原
本
）

（
昇
一
種
原
本
）
－

Ⅰ
天
正
十
八
年
本
（
刊
本
）

Ⅰ
明
応
五
年
本

ー
天
文
十
九
年
本

－
黒
川
本
（
亡
）

－
森
民
本
（
亡
）

】
丁
増
刊
本

（
天
正
二
十
年
本
類
原
本
）
　
－

上
組
本

1
天
正
二
十
年
本
（
亡
）

ー
（
第
二
種
原
本
）
Ⅰ

上
目
T
村
墓

Ⅰ
彙
空
本

－
慶
長
九
年
本

－
両
足
院
本

永
禄
二
年
本

ー（第三種原本）－

1
第
三
本
－
饅
頭
屋
本
（
刊
）

辻
本
（
亡
）

野
山
大
学
本

他
、
大
谷
大
学
奉
　
　
（
註
）

琵
ュ

H
　
ゴ
チ
ッ
ク
文
字
は
、
本
稿
の
調
査
に
使
用
し
た
諸
本
を
示
す
。

臼
　
中
田
博
士
は
、
橋
本
進
膏
博
士
の
説
を
基
に
川
瀬
一
馬
博
士
の
調
査
を
補
っ
て
作
製
さ
れ
た
。
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弘
治
二
年
本
煩

部
数
は
四
十
四
部
。
「
ゐ
」
・
「
お
」
・
「
ゑ
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
い
」
「
を
」
「
え
」
に

併
せ
る
。
門
数
は
十
五
。
諸
本
に
共
通
の
も
の
が
十
四
門
。
衣
服
・
光
彩
の
二
門
の

あ
る
の
が
特
徴
で
、
殊
に
ミ
部
に
光
彩
門
を
も
つ
。

永
禄
二
年
本
類

部
数
は
弘
治
二
年
本
頬
と
同
じ
く
四
十
四
。
門
数
は
十
三
ま
た
は
十
四
。
諸
本
に

通
ず
る
も
の
十
三
門
。
楽
名
の
あ
る
の
を
特
徴
と
す
る
。
楽
名
門
が
諸
本
を
通
じ
て

存
す
る
の
ほ
、
ハ
部
で
あ
る
。

祝
園
本
塀

部
数
は
四
十
四
部
で
、
「
為
」
、
「
於
」
、
「
恵
」
　
部
に
は
本
文
を
欠
く
。
門
数
は
十

四
。
楽
名
は
ハ
部
、
銭
数
は
イ
部
に
限
ら
れ
、
ヤ
以
下
を
下
巻
と
し
、
四
十
四
部
十

四
門
の
体
裁
は
永
禄
二
年
本
棟
に
似
て
い
る
が
、
「
銭
数
」
　
門
だ
け
が
多
く
、
ま
た

「
時
節
」
を
「
時
候
」
と
す
る
。
所
収
の
語
に
お
い
て
日
本
語
国
名
が
附
録
で
な
く

本
文
中
に
摂
取
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
永
禄
二
年
本
類
と
伊
勢
本
の
天
正
十
八

年
本
叛
と
を
合
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

三
　
印
度
本
節
用
集
と
運
歩
色
葉
集

橋
本
進
書
博
士
は
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
（
「
諸
本
の
系
統
的
関
係
」
）
　
で
、
印

度
本
諸
本
を
引
用
し
、
印
度
本
原
本
に
言
及
し
て
い
る
。

浄
蔵
貴
所
　
祈
〓
八
坂
塔
l
不
レ
傾
（
弘
治
二
、
天
正
十
七
、
図
書
寮
、
異
本
）

浄
蔵
貴
所
　
祈
〓
八
坂
　
塔
】
不
便
山
城
州
人
也
諌
義
大
夫
尊
潜
行
八
子
也
延
喜
時
人
也
四

ニ

シ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

ニ

シ

テ

　

　

　

ス

　

　

　

　

ノ

　

　

　

ノ

歳
　
　
読
二
千
字
文
l
聞
レ
一
知
レ
二
　
十
二
歳
　
　
出
家
為
二
天
梯
　
慈
覚

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

弟
子
二
中
齢
草
二
創
　
雲
居
寺
l
英
落
堕
之
後
行
力
尚
不
レ
衰
祈
〓
鴨
河
水
－
而
逆

流
祈
〓
八
坂
塔
一
不
備
或
祈
l
醜
家
　
桃
実
一
与
二
諸
子
－
美
春
事
甚
多
　
不
レ
蓮
ニ

ス
ル
二

枚
孝
　
一
焉
『
又
云
金
峯
山
日
蔵
上
人
兄
浄
蔵
貴
僧
入
滅
者
康
保
元
甲
子

十
一
月
二
十
一
日
也
年
七
十
四
』

（
尭
空
の
み
『
　
』
と
あ
る
、
永
禄
t
「
永
禄
五
、
牧
園
）

浄
要
所
山
城
鶴
　
　
（
天
正
二
十
年
本
）

浄
蔵
貴
所
　
山
城
州
人
也
善
浩
行
第
八
千
也
延
音
時
人
也
祈
二
八
坂
之
琴
人
也
（
伊
京
集
）

橋
本
博
士
は
、
以
上
の
注
記
の
異
同
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

此
に
由
っ
て
観
れ
ば
、
永
禄
二
年
本
叛
は
、
此
の
弘
治
二
年
本
類
に
あ
る
や
う

な
註
転
「
山
城
州
人
也
」
以
下
の
長
い
文
を
附
け
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
な

が
ら
、
猶
根
源
に
湖
っ
て
考
ふ
る
に
、
弘
治
l
奉
本
類
の
諸
本
中
、
「
所
八
坂
塔

不
備
」
と
証
し
た
の
は
、
永
禄
十
l
年
本
以
外
の
三
本
で
あ
っ
て
、
永
禄
十
一
年

本
に
は
「
山
城
州
人
也
諌
議
大
夫
善
滞
行
八
子
也
」
云
々
（
以
下
永
禄
三
年
本
額

に
同
じ
）
の
長
い
霞
が
あ
る
。
さ
れ
ば
、
弘
治
二
年
本
塀
の
原
本
の
証
は
永
禄
十

一
年
本
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
他
の
三
本
は
之
を
省
略
し
た
の
で
あ
ら

う
。
さ
う
し
て
、
永
禄
二
年
本
摂
の
は
、
此
の
省
略
し
た
も
の
に
、
更
に
替
補
を

加
へ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
直
接
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
や
は
り
弘
治
二
年
本
叛
の

原
本
の
如
き
も
の
か
ら
出
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
永
禄
二
年
本
炉
の
註
は
、
弘
治
二
年
本
棟
の
諸
本
、
又
は
其
の
原

本
の
や
う
な
も
の
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
て
、
註
か
ら
見
れ
ば
、
永
禄
二
年
本
頻

原
本
の
基
づ
く
所
の
本
は
、
弘
治
二
年
本
叛
原
本
に
似
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事

が
出
来
る
（
同
書
、
一
九
四
ペ
ー
ジ
）
。

運
歩
色
葉
集
の
該
当
箇
所
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
運
歩
色
菓
集
の

底
本
と
し
て
ほ
l
蛋
二
年
梅
軒
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
と
静
重
文
庫
蔵
本
と

を
使
用
し
、
引
用
は
静
寡
堂
文
庫
蔵
本
を
代
表
さ
せ
た
。

浄
蔵
貴
所
　
山
城
州
入
試
議
大
夫
事
情
行
第
人
之
子
也
延
菩
時
人
也
四
歳
而
撃
千
字
文

聞
一
知
レ
二
　
十
二
歳
而
出
家
為
慈
覚
之
弟
子
t
中
齢
　
草
創
雲
居
寺
落
堕

シ

テ

モ

　

　

　

　

ス

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

ニ

而
行
力
不
レ
衰
祈
二
鴨
川
水
l
逆
流
或
祈
〓
隣
屋
之
桃
莫
義
子
　
又
祈
〓
八
坂

塔
　
傾
一
直
【
之
村
上
康
保
元
甲
子
率
壷
天
文
十
七
年
戊
申
五
百
八
十
五
年

也

こ
れ
に
よ
る
と
、
運
歩
色
菓
集
の
建
託
は
、
永
禄
二
年
本
税
の
も
の
と
大
略
同
文
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で
あ
り
、
文
中
に
「
祈
二
八
坂
塔
一
不
レ
傾
」
　
の
重
複
は
認
め
ら
れ
ず
、
永
禄
十
一
年

本
の
注
記
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
運
歩
色
葉
集
の
注
記
は
、
弘
治
二
年
本

の
原
本
と
関
係
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
後
段
に
み
ら
れ
る

「
村
上
康
保
元
…
…
」
の
年
記
は
永
禄
二
年
本
演
に
属
す
る
轟
空
木
と
l
致
す
る
。

次
に
橋
本
博
士
は
「
犬
追
者
」
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

『在』

犬
追
者
　
有
玉
藻
前
故
事
云
未
知
本
説
也

犬
追
著
　
者
二
玉
藻
前
故
事
l
云
々

犬
追
者
　
玉
藻
前
有
故
事

犬
追
者
　
玉
藻
前
之
故
事

犬
追
者
　
玉
藻
前
之
故
事
云
え

犬
追
物
　
近
衛
院
御
字
　
始

（
天
正
十
七
の
み
『
　
』
と
あ
る
、
天
正
十
八
）

（農本）
（伊京集）

（弘治二）

（
永
禄
十
こ

（易林）

犬
追
者
　
昔
西
域
有
二
班
足
事
其
夫
人
悪
虐
過
レ
　
人
　
勧
レ
王
　
取
二
千
人
草
其
後
出
生

ニ

　

　

レ

　

　

　

　

ノ

　

　

†

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

y

　

ヲ

　

ス

　

ヲ

支
那
国
l
作
〓
周
幽
王
　
后
一
英
名
白
l
褒
似
】
滅
レ
国
　
惑
レ
人
死
後
出
二
生

干
日
本
近
衛
院
御
宇
l
号
〓
玉
藻
前
l
傷
レ
人
無
レ
極
後
化
成
二
日
狐
l
害
レ
人
惟
多

ム

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

？

　

　

　

・

卜

三
工
三
十
三
二
∵

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

こ

雄
レ
不
レ
知
レ
本
説
一
且
哉
レ
之
而
巳
『
又
注
云
』
件
元
来
石
茨
喚
謂
l
簸
生
石
一
霊
従

何
釆
受
業
報
如
長
平
去
々
自
今
以
後
体
仏
性
一
兵
如
全
体
三
度
摩
頂
云
会
取
々

遠
傾
曙
傾
静
鰐
打
線
篭
」
完
済
l
豊
若
山
之
門
弟
二
十
五
人
之
内

心
昭
侍
者
云
々（

経
亮
、
尭
空
、
村
井
、
両
足
院
、
永
禄
l
l
、
永
禄
五
、
釈
園
）

こ
れ
に
つ
い
て
橋
本
博
士
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
犬
追
者
」
の
註
転
弘
治
二
年
本
煩
に
、
有
玉
藻
前
之
故
宴
（
永
禄
十
l
年
本
に

は
此
の
下
に
「
云
々
」
の
二
字
が
あ
る
）
と
あ
る
の
は
、
永
存
二
年
本
類
の
謎
の

如
き
も
の
か
ら
出
た
の
で
、
印
度
本
原
本
の
註
は
、
恐
ら
く
永
禄
二
年
本
筋
の
如

く
、
委
し
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
（
但
、
「
又
注
妄
こ
以
下
は
永
禄
二
年

本
類
で
の
曙
加
か
も
知
れ
な
い
）
。
天
正
二
十
年
本
に
、
在
玉
藻
前
故
夏
云
未
知

本
説
と
あ
る
の
も
、
赤
印
鹿
本
原
本
の
如
き
も
の
か
ら
出
た
も
の
と
患
は
れ
る
。

此
等
の
例
に
よ
っ
て
観
て
も
、
天
正
二
十
年
本
を
直
に
印
度
本
原
本
の
基
づ
く
所

の
も
の
と
す
る
事
は
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
両
者
根
源
を
同
じ
う
す
る
も
の
で
あ

る
事
は
明
で
あ
る
（
同
書
、
二
二
六
ペ
ー
ジ
）
。

元
亀
二
年
本
道
歩
色
葉
集
は
永
禄
二
年
本
頬
の
注
記
と
一
致
し
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵

本
は
前
段
部
に
つ
い
て
は
永
禄
二
年
本
頬
と
一
致
し
て
い
る
が
、
「
又
注
云
」
以
下

を
省
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
運
歩
色
菓
集
は
、
印
度
本
原
本
な
ら
び
に
永
禄
二

年
本
類
と
な
ん
ら
か
の
書
誌
的
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ

る。

四
　
運
歩
色
葉
集
と
永
禄
二
年
本
類
節
用
集

運
歩
色
葉
集
が
ど
の
程
度
永
禄
二
年
本
猿
と
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
か
調
査

し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

そ
こ
で
、
弘
治
二
年
本
類
に
存
在
し
な
い
注
記
で
、
運
歩
色
菓
集
と
永
禄
二
年
本

塀
な
ら
び
に
祝
園
本
塀
と
に
共
通
す
る
例
を
次
に
掲
げ
る
。
文
本
は
運
歩
色
菓
集
に

よ
る
。

①
　
「
印
度
」
　
の
注
記

ニ

ハ

　

　

　

ト

　

　

　

ニ

ハ

　

　

　

　

　

　

ト

　

　

　

　

ナ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

『
林
凡
語
　
日
l
一
－
一
此
　
日
二
月
天
竺
一
地
形
如
二
半
印
月
l
故
也
又
日
月
安
国
】
也
』

（運歩）

『
　
』
部
分
は
祝
園
本
な
ら
び
に
文
明
本
に
存
す
る
が
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

㊥
　
「
伯
楽
」
の
注
記

『
典
天
馬
星
名
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
永
禄
二
、
永
禄
五
、
慶
長
九
、
村
井
、
尭
空
、
両
足
院
、
文
明
の

各
本
に
存
し
、

戦
国
時
相
レ
鳥
人
也
由
レ
是
日
本
医
二
鳥
病
l
考
苧
1
」
『
又
1
－
ハ
乃
星
名
也

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

此
星
典
天
馬
』
故
相
人
之
名
也
伯
楽
名
孫
陽

と
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。
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㊥
　
「
鮭
」
の
注
記

腹
赤
魚
『
青
野
桜
落
レ
水
作
レ
魚
故
日
桜
魚
一
木
日
鼓
司
魚
一
徳
大
寺
殿
日
鼓
司
者

楽
人
之
名
也
音
楽
名
也
平
家
－
不
参
青
野
鼓
司
不
参
又
日
柄
翁
名
也
』

（運歩）

『
　
』
部
分
は
永
禄
二
、
経
亮
、
祝
園
、
嚢
空
、
両
足
院
、
慶
長
九
　
（
見
出
語

「
腹
班
」
と
作
る
）
　
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

④
　
「
放
堵
」
　
の
注
記

ノ

　

　

　

　

　

　

ニ

　

　

　

　

　

ハ

ナ

チ

ル

カ

ブ

ナ

ヲ

『
人
不
レ
順
法
慶
一
如
二
鳥
放
　
　
　
－
　
　
』
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
枚
園
、
村
井
、
両
足
院
、
尭
空
、
慶

長
九
、
文
明
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。
文
明
本
節
用
集
に
は
次
の

よ
う
に
、

放
将
　
不
当
之
貴
人
不
レ
順
＝
法
些
細
＝
生
馬
放
レ
将
也

放
題
…
孤
＝
魚
雷
義
也
惑
作
二
傍
題
－
詩
歌
所
レ
官
官
本
ノ
俗
惑
〈
云
こ
寛
人
示
レ
似
也

と
あ
っ
て
、
別
項
で
あ
っ
た
も
の
が
合
併
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
た
例
も
認

め
ら
れ
る
。

放
題
　
詩
歌
所
レ
育
日
本
俗
云
〓
放
時
人
示
順
法
度
如
〓
生
属
－
レ
・
・
也
－
食

放
題
絆
　
日
本
俗
或
l
苧
放
将
人
無
順
－
轟
度
如
生
属
1
レ
Ⅰ
也

ま
た
、
弘
治
二
年
本
類
等
の
各
本
で
は
、

不
当
意
　
（
弘
治
二
、
永
禄
十
二
大
谷
、
明
応
五
、
天
正
十
八
）

（慶長九）
（尭空）

不

当

義

也

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

伊

京

）

と
な
っ
て
い
て
、
文
明
本
の
注
記
を
各
諸
本
が
前
段
と
後
段
と
の
そ
れ
ぞ
れ
を
分
解

し
引
き
継
い
で
い
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

㊥
　
「
布
袋
和
尚
」
　
の
注
記

『
支
那
散
聖
也
即
弥
勒
化
身
也
背
後
有
目
也
侮
日
弥
勒
分
身
百
億
時
々
示
時
人
々

自
不
知
名
常
持
二
一
布
袋
l
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
祝
園
、
尭
空
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

⑥
　
「
豊
葦
原
国
」
の
注
記

日
本
総
名
又
日
『
葦
原
l
ニ
穂
国
或
日
工
神
以
レ
矛
探
〓
海
底
一
有
物
碍
矛
神
　
目
碍

－

　

　

W

　

＼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

ワ

ル

矛
軋
何
哉
今
地
主
権
誓
書
管
葦
也
故
。
日
二
葦
勘
凱
也
』
　
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
慶
長
九
、
嚢
空
、
祝
園
、
村
井
、
両

足
院
、
文
明
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

①
　
「
屠
蘇
自
散
」
の
注
記

『
酒
名
元
三
飲
レ
之
自
少
至
老
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

「
屠
蘇
白
散
」
な
ら
び
に
『
　
』
部
分
の
注
記
は
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
嚢
空
、
経

亮
、
祝
園
、
村
井
、
慶
長
九
、
両
足
院
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

⑧
　
「
遍
入
障
子
」
の
注
記

『
紫
喪
殿
後
七
廻
中
間
障
子
名
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

「
遍
入
障
子
」
な
ら
び
に
『
　
』
部
分
の
注
記
は
、
祝
園
、
易
林
の
各
本
に
存
し
、

他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

㊥
　
「
諒
闇
」
の
注
記

指
天
子
御
中
陰
『
尚
書
日
1
陰
三
年
不
レ
言
』
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
村
井
、
祝
園
、
尭
空
、
両
足
院
、
文

明
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

⑩
　
「
毅
臥
鹿
島
」
の
注
記

『
日
本
総
名
男
女
神
垂
跡
時
潮
沫
自
〓
凝
成
島
故
又
日
日
凝
島
l
也
』
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
文
明
、
経
亮
、
永
禄
二
、
慶
長
九
、
伊
京
、
両
足
院
、
村
井
、
尭

空
、
祝
園
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

⑪
　
「
脇
楯
」
の
注
記

『
神
功
皇
后
異
国
退
治
之
時
八
幡
在
胎
内
三
体
甚
大
而
鎧
不
レ
及
〓
其
脇
一
即
以
楯

隠
脇
自
走
日
本
武
士
例
以
為
〓
1
1
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

「
脇
楯
」
な
ら
び
に
『
　
』
部
分
の
注
記
転
、
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
尭
空
、

村
井
、
両
足
院
、
伊
京
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

㊥
　
「
椎
子
」
　
の
注
記

『
在
伝
九
　
－
　
レ
堂
而
異
同
十
七
以
レ
ー
ー
ー
伝
其
蕃
』
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

「
椎
子
」
な
ら
び
に
『
　
』
部
分
の
注
記
は
、
祝
園
、
天
正
十
八
の
各
本
に
存
し
、

＼
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他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

⑯
　
「
老
子
」
　
の
注
記

周
時
八
十
歳
両
生
『
有
嚢
』
故
日
1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
濯
歩
）

『
　
』
部
分
は
文
明
、
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
枚
園
、
村
井
、
尭
空
、
両
足

院
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

⑭
　
「
華
」
の
注
記

五
色
似
鳳
而
『
多
育
也
』
向
鏡
則
『
見
其
影
鳴
舞
故
名
鏡
日
1
也
』
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
文
明
、
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
枚
園
、
村
井
、
尭
空
、
■
両
足

院
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

⑯
　
「
濫
傷
」
の
注
記

始
之
義
也
『
山
谷
殿
眠
江
始
－
入
楚
乃
無
底
』
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
枚
園
、
村
井
、
尭
空
、
両
足
院
の
各

本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

⑯
　
「
優
曇
華
」
の
注
記

又
日
擾
鉢
羅
花
又
日
霊
瑞
花
此
花
芽
出
而
一
千
年
寄
而
一
千
年
開
而
l
千
年
合
三

千
年
一
度
開
レ
花
也
『
此
花
現
即
金
輪
王
出
兵
殊
勝
之
花
也
我
仏
以
喩
妙
法
希
有
一

也
台
家
謂
妙
法
者
一
念
三
千
陣
門
三
千
諸
法
一
念
開
発
　
為
レ
花
故
喩
〓
妙
法
一
也

此
花
有
七
徳
一
モ
人
モ
民
受
悦
二
天
下
安
穏
三
国
土
豊
銑
四
諸
人
無
病
五
命
終

無
菅
六
諸
水
清
浄
七
諸
花
燕
老
也
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
経
亮
、
祝
園
、
勇
空
、
両
足
院
、
村
井
、
永
禄
二
の
各
本
に
存

し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

㊥
　
「
瓜
」
の
注
記

『
慈
覚
大
師
被
行
二
如
法
経
三
七
日
一
即
無
食
也
結
頗
日
日
二
天
童
千
二
特
進
大
師
l

t
l
t
不
食
之
童
子
云
号
レ
　
ー
　
非
食
中
只
可
レ
食
慈
覚
応
l
童
子
言
云
々
江
州
甘

露
庄
生
瓜
自
天
降
也
故
至
レ
今
－
不
レ
入
三
食
之
内
〓
』
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
経
亮
、
秩
園
、
永
禄
二
、
村
井
、
尭
空
、
両
足
際
の
各
本
に
存

し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

⑱
　
「
孔
雀
」
　
の
注
記

『
其
尾
初
春
生
　
四
月
後
渦
与
レ
花
倶
栄
与
花
倶
衰
』
田
宮
雨
季
也

（運歩）

『
　
』
部
分
は
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
尭
空
、
村
井
、
両
足
院
、
祝
園
、
永

禄
十
二
文
明
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

⑲
　
「
椰
子
盃
」
　
の
注
記

『
以
毒
投
〓
盃
中
l
則
酒
急
沸
出
也
今
人
、
塗
　
〓
盃
中
l
甚
椰
子
之
用
一
』

『
　
』
部
分
は
永
禄
二
、
永
存
五
、
枚
園
、
伊
京
、
文
明
の
各
本
に
存
し
、
他
本

に
は
存
在
し
紅
い
。
永
禄
十
一
、
弘
治
二
、
天
正
十
七
の
各
本
に
は
「
消
毒
（
也
）
」

と
あ
る
。

㊥
　
「
楊
枝
」
の
注
竃

『
梵
静
温
云
歯
計
数
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
経
亮
∴
氷
禄
二
、
■
永
禄
五
、
枚
園
、
尭
空
、
伊
京
、
文
明
の
各
本

に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
㌧

㊨
　
「
傾
城
」
　
の
注
記

『
古
語
云
〓
願
－
1
－
－
井
顧
傾
国
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
経
亮
、
永
禄
五
、
枚
園
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な

ヽ

　

0

㊥
　
「
扶
桑
国
」
の
注
記

日
本
総
名
也
『
朝
日
必
昇
〓
若
木
之
梢
一
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
文
明
、
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
嚢
空
、
祝
園
に
存
し
、
他
本

に
は
存
在
し
な
い
。

㊥
　
「
富
士
山
」
の
注
記

万
葉
集
云
不
尽
山
『
此
山
至
高
暗
望
不
尽
故
也
又
四
時
雪
不
尽
敏
也
今
日
1
－
1
一

此
山
神
女
也
欲
富
男
子
故
世
俗
祝
　
以
　
各
1
－
－
也
人
皇
第
七
代
孝
霊
帝
書
記

三
年
甲
辰
三
月
十
五
日
一
日
夜
従
地
涌
出
其
高
一
由
旬
也
』
　
至
〓
天
文
十
七
年
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戊
申
l
千
二
十
五
年
也

『
　
』
部
分
は
文
明
、
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、

本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

㊨
　
「
臨
レ
深
履
レ
蒋
」
の
注
記

『
戦
モ
競
モ
如
下
1
ニ
ー
淵
1
－
1
〓
薄
氷
』
毛
詩

「
臨
深
履
薄
」
な
ら
び
に
『
　
』
部
分
は
、
伊
京
、

（運歩）

祝
園
、
嚢
空
、
明
応
五
の
各

（運歩）

経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、

尭
空
、
祝
園
、
文
明
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

⑳
　
「
琴
」
　
の
注
記

『
郎
鮮
始
テ
戦
竜
他
人
寸
通
二
八
方
面
池
四
寸
合
＝
四
時
l
長
三
尺
六
㌔
禦
二
年

三
百
六
十
日
l
広
大
寸
象
二
六
合
l
天
地
四
方
前
庶
象
尊
後
狂
象
卑
上
円
法
天
下
方

ケ

ン

　

　

　

　

　

ニ

　

　

ヲ

ハ

　

　

　

ヲ

ハ

　

　

　

　

　

ハ

ナ

ワ

　

キ

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

法
地
五
絃
象
〓
五
行
一
大
絃
　
老
中
絃
老
臣
第
一
為
レ
官
次
商
角
徴
羽
次
少
官
小

南
』
乳
楽
器
也
上
。
弓
六
張
双
レ
之
陳
也
絃
妄
≡
二
四
五
六
七
八
九
十
雛

為
巾
巳
上
十
三
絃
也
文
王
加
二
一
絃
l
日
文
絃
一
武
王
加
一
紋
日
武
絃
一
也

『
　
』
部
分
は
文
明
、
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
尭
空
、
祝
園
、
永
存
十
一
の

各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。
な
お
、
文
明
本
を
除
く
節
用
集
の
注
記
は

『
　
』
の
み
で
あ
っ
て
、
文
明
本
の
注
記
の
一
部
を
引
用
し
て
い
る
。

㊨
　
「
役
行
者
」
の
注
記

賀
茂
役
公
民
也
文
武
帝
時
人
也
季
此
余
棄
家
人
〓
京
城
山
一
居
中
角
『
持
二
孔
雀
明

王
呪
l
乗
二
五
色
雲
l
健
二
遊
仙
府
l
』
駆
二
遂
鬼
神
一
為
〓
使
命
t
今
日
山
伏
者
…
…
末

流

也

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

運

歩

）

『
　
』
部
分
は
文
明
、
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
尭
空
、
祝
園
の
各
本
に
存

し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

㊧
　
「
馬
酔
木
」
　
の
注
記

馬
食
之
則
死
『
歌
云
取
ツ
ナ
グ
玉
田
境
野
ノ
ハ
ナ
レ
駒
ツ
、
シ
カ
枝
…
‥
・
花
サ

ク
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
経
亮
、
永
禄
三
永
禄
五
、
夷
空
、
祝
園
、
文
明
、
永
禄
十
一
に

存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

＠
　
「
棟
」
の
注
記

号
『
雫
見
事
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
文
明
、
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
枚
園
の
各
本
に
存
し
、
他
本

に
は
存
在
し
な
い
。

㊥
　
「
三
界
内
諸
天
」
の
注
記

『
三
界
者
欲
界
色
界
無
色
界
也
欲
界
内
有
大
欲
天
四
王
傍
利
夜
摩
兜
率
化
楽
他
化

自
在
之
大
欲
天
也
色
界
内
有
四
禅
天
初
禅
二
禅
三
禅
是
也
無
色
界
内
有
四
天
色
無

辺
所
空
無
辺
所
無
所
有
所
天
非
々
想
天
是
也
』
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

「
三
界
内
諾
天
」
な
ら
び
に
『
　
』
部
分
の
注
記
は
、
文
明
、
易
林
、
経
亮
、
永

禄
二
、
永
禄
五
、
勇
空
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

㊥
　
「
者
婆
」
の
注
記

天
竺
阿
常
世
王
時
名
医
也
『
平
生
縮
持
l
一
茶
王
樹
枝
一
照
見
入
之
五
臓
一
医
レ
之

著
婆
注
経
欺
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

『
』
部
分
は
永
禄
二
年
警
諸
悸
順
の
は
ぅ
に
あ
っ
て
、
　
量

天
竺
医
師
釈
尊
同
時
天
竺
阿
閣
世
王
時
名
医
也
即
京
女
之
子
也
平
生
窺
持
〓
薬

王
樹
枝
一
照
二
見
人
之
五
蔵
一
病
根
医
レ
之
詳
見
二
千
1
－
攣

r

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

経

亮

、

永

撃

一

、

永

禄

五

、

嚢

空

、

牧

園

）

運
歩
色
菓
集
と
は
ぽ
一
致
す
る
。
ま
た
文
明
本
も
次
の
よ
う
に
あ
っ
て
運
歩
色
菓

集
と
一
致
し
て
い
る
。

天
竺
阿
常
世
主
時
之
名
医
師
也
与
二
釈
尊
面
レ
時
即
奈
女
之
子
也
平
生
露
持
〓
薬

王
樹
枝
南
〓
見
入
〓
之
五
歳
病
根
直
レ
之
見
二
者
婆
経
l
医
師
之
始
也

弘
治
二
年
本
塀
そ
の
他
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

天
竺
啓
師
釈
尊
同
時
　
　
　
　
　
　
　
（
弘
治
二
、
図
書
寮
、
黒
木
、
易
林
）

天
竺
阿
閣
世
王
之
時
名
寄
也
姓
秦
名
越
人
也
　
　
　
　
　
　
　
（
永
禄
十
こ

永
禄
十
l
年
本
の
注
記
が
最
も
運
歩
色
葉
集
に
近
い
。

㊥
　
「
者
婆
鳥
」
の
注
記

一
身
両
頭
也
又
日
命
七
島
『
阿
弥
陀
経
日
共
命
鳥
也
』

（運歩）



長野県短期大学紀要　第40号（1985）

22

『
　
』
部
分
は
文
明
、
伊
京
、
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
尭
空
、
祝
園
、
永
禄

十
一
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

㊥
　
「
魚
道
」
の
注
記

ト

ハ

コ

ホ

ツ

サ

ン

　

　

ヲ

　

テ

　

ヨ

レ

キ

　

ヲ

　

ア

サ

ウ

ヲ

　

ヲ

タ

ト

ゥ

　

ヲ

　

／

　

　

　

　

ヲ

　

ニ

　

　

　

　

ト

『
1
－
着
建
残
－
盃
l
以
余
涯
l
洗
盃
痕
喩
レ
之
魚
過
l
両
道
－
故
日
－
1
一
魚

錐
滞
〓
大
海
l
終
不
志
二
旧
道
l
者
也
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

「
魚
道
」
な
ら
び
に
『
　
』
部
分
の
注
記
は
、
伊
京
、
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、

尭
垂
、
棋
園
、
文
明
、
天
正
十
八
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。
た
だ

し
、
天
正
十
八
年
本
で
は
次
の
よ
う
に
注
記
が
省
略
化
さ
れ
て
い
る
。

ー
ー
建
〓
残
盃
一
也
以
余
渡
洗
〓
盃
痕
l
喩
之
魚
道
l
両
道
】
故
云
ホ

＠
　
「
師
趨
」
の
注
記

十
二
月
『
老
一
挙
之
終
也
諸
人
事
繁
不
暫
居
家
志
使
二
弟
子
一
雄
l
一
師
匠
一
亦
趨
走
故

日

1

I

l

』

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

運

歩

）

『
　
』
部
分
に
つ
い
て
永
禄
二
年
本
兢
な
ら
び
に
文
明
本
は
次
の
よ
う
に
あ
っ

て、十
二
月
『
一
年
之
終
諸
人
事
繋
而
不
曹
居
家
錐
レ
師
匠
亦
趨
故
云
1
－
也
』

（
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
轟
空
、
祝
園
）

『
l
年
之
終
也
諸
人
事
繁
而
不
二
曹
居
l
家
雄
二
師
匠
l
亦
趨
走
故
l
苧
－
1
也
』

（文明）

運
歩
色
菓
集
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

㊨
　
「
石
南
花
」
の
注
記

『
唐
人
詩
不
知
青
輝
夜
来
　
雨
清
暁
－
Ⅰ
乱
流
石
又
釈
』
下
学
　
　
（
運
歩
）

『
　
』
部
分
は
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
嚢
空
、
祝
園
、
文
明
の
冬
木
に
存
し
、

他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

㊥
　
「
聖
徳
太
子
」
の
注
記

『
用
明
天
皇
第
l
之
子
也
』
本
地
観
音
也
前
支
那
人
則
甫
岳
恵
恩
禅
師
也
『
日
二

達
磨
指
南
l
成
干
日
本
－
有
二
六
異
名
生
厩
故
日
厩
戸
太
子
用
明
愛
敬
居
南
官

之
殿
上
故
日
上
官
太
子
一
八
人
同
時
奏
　
事
一
時
善
聴
数
日
八
耳
太
子
l
又

日
豊
聡
太
子
又
日
二
軍
聴
太
子
l
屡
明
仁
恕
故
日
I
I
Ⅰ
－
討
〓
守
寧
』
始
立
〓
四

天
王
寺
一
興
隆
仏
法
l

『
　
』
部
分
は
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
尭
空
、
祝
園
、
永
禄
十
一
の
各
本
に

存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

㊨
　
「
獅
子
身
中
虫
」
の
注
記

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

『
喩
人
自
損
〓
其
身
一
也
言
獅
子
錐
巳
死
百
獣
尚
畏
共
成
不
能
食
其
内
一
散
自
身
中

生
虫
日
食
其
内
一
也
見
二
仁
王
経
一
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

「
獅
子
身
中
虫
」
な
ら
び
に
『
　
』
部
分
の
注
記
は
、
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、

尭
空
、
祝
園
、
伊
京
の
各
本
に
存
し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

㊥
　
「
穀
」
や
注
記

『
一
殊
八
合
春
之
云
云
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

『
　
庖
部
分
は
次
の
よ
う
に
「
精
」
の
掲
出
語
に
付
し
、
永
蓼
一
年
本
類
な
ら
び

に
文
明
本
に
存
し
、

米
l
升
春
　
為
入
合
等
l
義
也
　
（
文
明
）

白
米
又
救
米
一
升
　
春
　
為
ハ
合
等
也
（
膵
亮
、
永
禄
二
、
永
存
五
、
尭
空
、
牧

園）運
歩
色
菓
集
の
注
記
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

㊨
　
「
指
南
」
の
注
記

『
周
　
時
南
越
　
使
欲
レ
帰
〓
英
国
l
　
旧
路
一
周
公
且
造
草
l
与
レ
之
車
　
上

置
二
木
人
－
以
　
－
レ
Ⅰ
使
得
レ
帰
也
越
　
即
南
国
也
』

『
　
』
部
分
は
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
嚢
空
、
祝
園
、
文
明
の
各
本
に
存

し
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。

㊥
　
「
折
角
」
の
鞋
記

『
前
漠
元
帝
召
二
諸
易
l
論
レ
之
五
鹿
咄
レ
弁
朱
雲
」
一
其
　
－
一
』

（運歩）

『
　
』
部
分
は
伊
京
集
の
注
記
と
一
致
し
、
永
禄
±
年
本
叛
な
ら
び
に
文
明
本
に

は
次
の
よ
う
に
あ
っ
て
、
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『
前
浜
元
帝
召
〓
諒
易
家
一
静
二
其
同
異
t
五
鹿
充
宗
吐
レ
弁
』
言
レ
之
諸
儒
莫

枕
召
東
雲
又
論
難
　
達
撞
五
鹿
君
一
諸
儒
語
日
五
度
岳
々
『
朱
雲
折
其
角
』

h
　
　
　
　
　
　
　
　
（
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
尭
空
、
祝
園
、
文
明
）

運
歩
色
菓
集
の
注
記
『
　
』
部
分
を
文
中
に
有
す
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
運
歩
色
葉
集
と
永
禄
二
年
本
額
と
は
緊
密
な
関
係
に
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
少
数
で
は
あ
る
が
、
弘
治
二
年
本
類
中
の
、
と
く
に
永
禄
十
l
年

本
と
の
関
係
も
指
摘
し
得
る
。
し
た
が
っ
て
、
永
禄
二
年
本
煩
乃
至
印
度
本
原
本
に

運
歩
色
菓
集
が
基
づ
い
た
も
の
、
ま
た
は
逆
に
永
禄
二
年
本
叛
乃
至
印
度
本
原
本
が

運
歩
色
葉
集
に
基
づ
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
永
禄
二
年
本
類
な
ら
び

に
印
度
本
原
本
と
運
歩
色
葉
集
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
右
の
用
例
が
示
す
如
く
、
伊

京
集
、
文
明
本
な
ど
の
伊
勢
本
に
属
す
る
節
用
集
の
注
記
と
多
く
一
致
し
、
・
節
用
集

の
古
い
様
態
を
運
歩
色
菓
集
の
注
記
転
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
印
度
本
原

本
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
運
歩
色
菓
集
の
注
記
に
は
次
の
よ
う
な
伊
京
集
と
の

み
緊
密
な
関
係
を
有
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。

①
　
「
家
子
」
の
注
記

雑
五
行
審
云
十
月
亥
日
食
餅
令
人
無
病
又
見
干
大
平
御
覧
餅
部
又
説
家
　
能
生
多
子
家
子

猪
亥
通
用
也
故
女
人
家
之
死
目
献
餅
祝
也
（
弘
治
二
、
永
禄
十
こ

レ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

雑
五
行
書
云
十
月
亥
日
食
レ
　
餅
令
人
無
病
云
又
説
家
　
能
二
生
二
多
子
－
女
人
家
日
献
餅
祝

也
（
天
正
十
七
）

ク

ラ

へ

ハ

　

ヲ

　

　

　

　

ヲ

　

　

ヲ

y

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

雑
五
行
書
云
十
月
家
日
　
食
レ
併
　
合
レ
人
　
無
　
病
又
見
二
千
太
平
御
覧
餅
部

（
経
亮
、
慶
長
九
、
永
禄
二
、
村
井
、
尭
空
、
両
足
院
）

雑
五
行
菩
云
十
月
家
日
食
レ
併
合
二
人
無
レ
病
（
永
禄
五
、
異
本
）

雑
五
行
書
手
月
管
食
レ
餅
令
レ
人
が
鰻
重
藍
鮭
餅
部
又
説
豪
能
多

ク

ヲ

へ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

　

ク

生
レ
子
故
女
人
蒙
レ
之
衆
目
献
　
餅
祝
レ
之
家
与
猪
亥
通
　
用
レ
之

（
択
園
の
み
『
　
』
と
あ
る
、
天
正
十
八
）

雑
五
行
書
目
十
月
家
日
食
レ
併
合
二
人
無
レ
病
日
〓
之
玄
猪
－
　
　
　
　
（
易
林
）

雑
五
行
書
云
十
月
亥
日
食
レ
併
合
レ
人
無
レ
病
云
ミ
又
一
説
云
家
能
生
〓
多
子
こ
故
女
人
蒙
レ

之
重
二
十
月
茨
目
一
献
レ
餅
祝
レ
之
也
愚
謂
十
月
亦
家
日
也
故
用
〓
此
月
此
日
一
也
『
家
毎
年

産
二
十
二
子
こ
象
l
二
年
十
二
月
也
有
〓
閏
月
一
則
産
二
十
三
子
一
也
』
家
与
〓
猪
亥
〓
通
同
也
又

見

l

亭

太

平

御

覧

餅

部

－

也

英

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

文

明

）

ニ

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

ヲ

　

メ

　

ヲ

　

　

　

　

　

二

八

　

　

ク

　

ス

　

　

ヲ

　

：

雑
五
行
書
云
十
月
家
日
食
レ
餅
令
二
レ
人
無
二
病
又
説
　
家
能
生
〓
多
子
l
故
女
人
蒙
レ

之
l
家
日
献
レ
　
餅
祝
レ
之
家
与
猪
亥
通
　
用
レ
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
明
）

雑
五
行
春
日
十
月
家
日
食
レ
餅
令
レ
入
鹿
レ
病
l
説
云
家
能
多
生
レ
子
故
女
人
蒙
レ
之

重
二
十
月
家
ノ
日
…
釘
献
誓
仏
神
軒
孟
愚
謂
了
二
月
が
正
也
故
用
豪
日
三
家
ノ

ニ

　

　

（

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

三

森
年
産
二
十
二
子
l
象
二
十
二
月
一
関
年
産
l
千
三
号
』
家
猪
通
　
　
　
　
　
（
伊
京
）

雑
五
行
書
云
十
月
亥
日
食
レ
餅
令
レ
人
無
病
又
一
説
云
家
能
生
二
多
子
一
散
女
人
蒙

ン

テ

　

　

　

　

　

ノ

　

ニ

　

ス

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

ヲ

　

　

ハ

　

　

ニ

ク

ム

之
重
十
月
亥
日
－
献
レ
餅
祝
レ
之
十
月
亦
亥
日
放
用
此
月
此
日
一
『
家
毎
年
　
産
二
十
二

ヲ

　

ニ

ハ

　

ス

　

　

　

　

ヲ

子
－
閏
　
生
二
十
三
千
一
也
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
歩
）

㊥
　
「
母
衣
」
の
注
記：

　
　
　
ニ
　
テ
ナ
エ
ヲ
　
　
　
　
　
ヲ
　
ニ

言
孫
児
在
二
胎
内
l
時
頭
戴
二
胞
衣
l
防
レ
毒
故
囁
レ
之
　
　
（
弘
治
二
、
天
正
十
八
）

『
下
学
下
二
十
丁
』

レ

　

　

　

　

　

　

　

エ

ナ

ヲ

　

ク

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

：

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

言
孫
児
在
〓
胎
内
l
頭
戟
〓
胞
衣
防
レ
毒
故
之
今
武
士
臨
〓
戦
場
】
時
戴
レ
1
1
以
向
レ
敵

（
経
亮
、
永
禄
二
、
永
禄
五
、
釈
園
の
み
『
　
』
と

あ
る
、
村
井
、
尭
空
、
慶
長
九
、
両
足
院
）

（
繰
）
　
又
作
l
t
母
衣
三
言
孫
子
在
二
母
胎
l
時
頭
戴
二
胞
寧
以
防
〓
諸
毒
包
今
武
士
臨
〓
戦
場

l
時
戴
レ
梶
以
向
レ
敢
蓋
喩
下
胞
衣
防
上
レ
毒
也
母
胎
与
二
戦
場
l
生
死
之
二
時
也
異
名
金

吐

差

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

文

明

）

ハ

ン

ク

ア

イ

ヮ

ク

　

　

　

ス

　

　

十

　

　

八

　

　

y

　

　

ニ

　

カ

ウ

へ

こ

　

　

　

　

：

　

フ

セ

ク

　

ヲ

ノ

『
焚
　
檜
　
流
』
作
〓
母
衣
二
言
綾
児
在
〓
胎
内
l
時
　
頭
　
載
〓
胞
衣
l
防
　
毒
今

ノ

ソ

ン

テ

　

　

ニ

　

エ

イ

ダ

、

イ

テ

　

ノ

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　

エ

　

ナ

ノ

　

ニ

　

ヲ

武
士
　
臨
l
覿
場
－
時
　
戴
　
母
衣
l
『
日
〓
懸
也
』
向
レ
敵
胞
衣
　
防
レ
毒
－
喩
之

母
与
二
胎
内
戦
場
一
生
死
之
二
也
　
　
　
（
運
歩
、
伊
京
の
み
『
　
』
と
あ
る
）

㊥
　
「
遍
鵠
」
の
注
記

周
未
戦
国
之
時
ノ
名
医
也
（
弘
治
二
、
天
正
十
七
、
天
正
十
八
、
異
本
、
永
禄
二
、
永
禄

五
、
尭
空
、
村
井
、
慶
長
九
、
両
足
院
、
永
禄
十
こ

戦

国

時

之

医

師

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

経

亮

）

周

宋

名

医

師

也

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

大

谷

）

又
願
鵠
集
字
画
周
末
戦
国
之
時
名
医
師
也
史
記
云
肩
鵠
ノ
『
名
姓
ノ
秦
越
人
桑
君
』
以
義

方

伝

レ

之

乎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

文

明

）
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周
宋
戦
国
時
名
医
姓
秦
名
越
人
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
京
）

／

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

　

　

ヲ

史
記
云
『
姓
秦
名
題
人
』
乗
君
以
二
禁
万
l
伝
レ
之
周
宋
之
名
医
也
　
　
　
（
運
歩
）

五
　
弘
治
二
年
本
類
節
用
集
と
還
歩
色
葉
集

弘
治
二
年
本
類
と
運
歩
色
菓
集
と
の
注
記
の
一
致
に
つ
い
て
は
、
．
弘
治
二
年
本
、

永
禄
十
l
年
本
、
天
正
十
七
年
本
と
が
独
自
に
有
す
る
注
記
転
限
っ
て
一
致
す
る
と

い
う
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
を
表
に
よ
っ
て
示
す
（
○
印
は
掲
出
語
の
存
在

を示す）。

冥
明
天
皇

油

　

　

懸

四

手

縄

余

　

　

等

余

　

　

慶

（金鉄）

多

武

峰

嘗
麻
寺

唐

　

　

土

大
鉄
囲
山

王
刻
著

大
祥
忌

大

禍

日

大

明

日

大
将
軍

同
文
（
霊
八
万
亭
訂
北
六
万
七
千
里
）

同
文
㌻
庚
㌻
四
か
里
）

雪
1
言
、

二
文
明
本
）

余
慶

積
善
之
家
必

二
そ
の
他
）

和
州
有
之

こ
天
王
十
八
年
本
）

和
州
有
之

。
（
天
正
十
八
年
本
）

或
云
支
那
震
旦

8
（
文
明
本
）



運歩色葉集と印度本節用集所収語彙の注記をめぐって
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轡野
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道

　

　

風

泰
証
大
師

泰
澄
大
師

達
磨
大
師

陶
未
公

大
織
冠

醍
醐
院

玉

　

　

帝

手

　

　

綱

（
掲
出
欝
、
寮

（
年
記
）
養
老
四
ア
リ

逆
算
年
代
ア
リ

辿
算
年
代
ナ
シ

（
掲
出
語
、
寮
澄
大
師
）

逆
井
年
代
ア
リ七

㌢
寸
竺
具
云
竺
筋
云
が
山

注
ナ
シ

二
伊
京
集
）

唐
名
相
国

二
易
林
本
）

…
議
鷲
㌻
本
）

九
年
也

。（饅頭本）

（
年
記
）
養
老
四
ナ
シ

注
ナ
シ

（
手
織
）
馬
　
■

志
啓
二

手
紙
T

（大谷本）

注
ナ
シ

二
易
林
本
）

欄
研
応
五
年
本
）

注
ナ
シ

∵浅草

⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑲㊨⑳⑬⑳⑮⑳㊨⑲

黎

　

民

冷
泉
防

染
殿
后

ソ
ア
シ
ル
シ

袖

　

　

笠

蘇
民
将
来

代

　

籍

弦
ツ
ナ
タ

縦

露

　

　

払

ツ
ク
リ
ト
ウ

勝

　

　

間

ツ
ハ
キ
ハ
キ

唾

　

　

吐

南
禅
寺

南
風
堂

長
柄
棉

内
大
臣

同
一
文

一

。

一

。

　

l

清
和
天
皇
母
文
徳
天
皇
之
后
が
共
存

弘
治
二
年
本
を
除
き
、

竜
山
大
平
輿

注
　
同
文

。
（
天
正
十
八
年
本
）

ツ
ワ
キ
ハ
キ

錘
ニ
⊥
慧
芙
辱

之

（
天
五
十
八
年
本
）

注
ナ
シ

二
永
徳
二
年
本
源
）
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注注注召三
5　4　3　2

右
に
示
す
如
く
、
運
歩
色
菓
集
の
注
記
と
親
密
な
関
係
を
も
つ
弘
治
二
年
本
頬
の

注
記
ほ
、
大
略
、
弘
治
二
年
本
、
永
禄
十
一
年
本
な
ら
び
に
天
正
十
七
年
本
独
自
の

も
の
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
た
だ
、
一
例
、
「
甘
子
」
の
注
記
に
、

人
王
四
十
五
代
聖
武
御
宇
神
亀
二
年
自
レ
唐
渡
レ
之
　
　
　
　
　
　
　
（
文
明
）

聖
武
神
亀
二
乙
丑
自
唐
渡
之
至
弘
治
二
丙
辰
八
百
四
十
二
年
　
　
　
（
弘
治
二
）

聖
武
神
亀
二
年
乙
丑
自
レ
唐
渡
レ
之
至
永
禄
六
年
英
亥
八
百
五
十
年
也（

天
正
十
七
）

聖
武
神
亀
二
乙
丑
自
唐
渡
之
至
永
禄
十
一
戊
辰
入
官
五
十
四
年
　
（
永
禄
十
一
）

聖
武
天
皇
神
亀
二
乙
丑
自
レ
唐
渡
至
天
文
十
七
戊
申
八
百
三
十
四
年
也

（運歩）

と
あ
る
。
文
明
本
節
用
集
の
注
記
の
存
在
に
よ
っ
て
、
本
例
の
み
弘
治
二
年
本
、
永

禄
十
一
年
本
な
ら
び
に
天
正
十
七
年
本
独
自
の
も
の
と
言
え
な
い
が
、
弘
治
二
年
本

牧
の
諸
藩
の
な
か
で
、
運
歩
色
菓
集
と
関
係
を
も
つ
本
は
、
弘
治
二
年
本
、
永
禄
十

一
年
本
、
天
正
十
七
年
本
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

囲

　

ま

と

め

本
稿
の
調
査
に
よ
っ
て
も
運
歩
色
葉
集
と
節
用
集
と
の
書
誌
的
先
後
関
係
は
不
明

確
で
あ
る
が
、
運
歩
色
菓
集
が
節
用
集
に
基
づ
い
た
も
の
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
い

ぜ
ん
運
歩
色
菓
集
の
編
集
時
に
参
加
し
た
節
用
集
と
し
て
は
、
弘
治
二
年
本
、
永
禄

十
一
年
本
乃
至
天
正
十
七
年
本
の
よ
う
な
も
の
か
ら
一
本
と
、
印
度
本
原
本
、
永
禄

二
年
本
塀
の
な
か
か
ら
比
校
的
永
禄
二
年
本
的
性
格
の
浪
い
も
の
一
本
と
い
う
よ
う

に
複
数
に
直
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
際
に
基
本
忙
な
っ
た
も
の
は
永
禄
l
奉
本
筋
の
も
の
で
あ
っ
て
、
弘
治
二
年

本
頬
の
も
の
は
こ
れ
に
存
在
し
な
い
語
な
ら
び
に
注
記
を
補
う
た
め
に
（
量
的
に
は

大
い
に
）
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
書
誌
的
関
係
を
考
察
す
る
方
法
と
し
て
は
、
節
用
集
諸
本
も
そ
の
一
部
を

取
り
扱
っ
た
に
過
ぎ
た
く
、
客
観
性
に
乏
し
い
。
先
学
諸
賢
の
御
教
示
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
。

注
1
　
文
明
本
は
『
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
（
影
印
篇
）
に
よ
る
。

弘
治
l
有
本
、
永
禄
二
年
本
、
尭
空
本
、
両
足
院
本
は
■
『
印
度
本
節
用
集
軸
菅
笠

び
に
総
合
索
引
』
（
影
印
篇
）
に
よ
る
。

伊
京
集
、
明
応
五
年
本
、
饅
頭
庭
木
、
異
本
本
、
易
林
本
は
『
改
訂
新
版
古
本
節
用
集

腎
霊
び
に
総
合
索
引
』
（
影
印
篇
）
に
ょ
る
。

図
書
寮
零
本
、
村
井
本
、
慶
長
九
年
本
は
『
脚
嘉
和
漢
通
用
集
些
二
票
究
並
び
に
総

合
索
引
』
（
彫
印
篇
）
に
よ
る
。

【
永
禄
五
年
本
は
『
甑
聖
賢
蒜
究
童
編
新
写
永
禄
五
年
本
節
用
集
』
に
よ
る
。

永
禄
十
一
年
本
は
学
習
院
大
学
国
文
学
科
研
究
室
所
蔵
の
も
の
を
複
写
撮
影
し
た
も

天
正
十
七
年
本
は
『
取
替
讐
本
叢
書
砦
那
詣
十
七
年
藍
賢
る
。

．
横
園
本
は
『
防
音
胴
着
本
草
書
節
用
集
二
種
』
に
よ
る
。

経
亮
本
は
『
酎
禦
鮮
量
刑
豊
浦
経
亮
本
節
用
集
』
に
よ
る
。

大
谷
大
学
本
は
『
大
谷
大
学
本
節
用
集
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
に
よ
る
。

『
取
替
讐
本
草
蔑
胴
那
詣
十
七
年
本
』
（
解
題
安
田
華
氏
）
を
参
考
。

『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
よ
り
引
頂
。
J

l
平
穏
二
年
本
は
『
甑
撃
詐
童
鞘
究
墓
盈
禁
年
運
歩
色
葉
集
』
に
よ
る
。

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
は
『
舌
世
舌
辞
書
甲
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
（
影
印
篇
）
に
よ
る
。


